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英　語

Ⅰ．全体講評

今回のセンター試験本番レベル模試の平均点は
90.7 点で，前回の２月に比べて大きく下がった。過
去のこの模試においても，特にまだ回の浅いうちは
このような数字上の逆転現象が見られた。これには，
新学期を迎え，受験者数が増えるとともに，母集団
全体のレベルが変わることや，まだまだ完成途上に
ある受験者の苦手とする問題がたまたま多く含まれ
ていたことなどが要因として考えられる。今回につ
いても，同じことが言えるだろう。大切なのは，各
自が新学期当初の結果を見て，それぞれの学習分野
における課題を確認し，今後の学力伸長につなげる
ことである。次回（第３回センター試験本番レベル
模試 6 月 22 日実施）以降の飛躍を目指してほしい。

今回の受験者全体の得点分布は，次のようになっ
ている。
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前回も指摘したように，試験の得点は問題内容や
その時々の受験者の出来不出来によって変わる。今
後繰り返しセンター試験本番レベル模試を受験する
中で，各回の成績の変動にあまり神経質になる必要
はない。それよりも，自分の弱点を確かめながら，
その部分を重点的に復習し，次回のテストに備える
ことが重要である。特に４月の段階では，誰にとっ
てもまだ改善の余地が大きいのであるから，まずは
客観的に各自の弱点を把握することに重点を置いて

ほしい。

Ⅱ．設問別分析

今回の大問別正答率は以下の通りである。
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第 5 問の正答率が 72.3％と最も高かったのに対し
て，第 6 問が 37.7％と低かった。これは前回とほぼ
同様の結果である。他では，第 1 問が 57.4%だった
以外は 30%台～ 40%台にとどまった。各自で特に得
点率の低かった大問があれば重点的に見直しておこ
う。

大問ごとの結果を簡単にまとめると，次のように
なる。
＜第 1問＞　上述の通り，全体の正答率は 57.4％で

まずまずである。ただし，問題によって大きな
差も見られた。前回伸び悩んだＣの文強勢の問
題は全体平均でほぼ 80%に達したが，Ａの発音
問題の問 2 は 6.6%と極端に不出来であった。

＜第 2問＞　全体的な正答率は 46.8％で前回よりも
下がった。特に低調だったケースとしては，Ａ
の問 1 の 7.9%，問 4 の 20.1%，問 7 の 19.8%，
Ｃの問 1 の 19.1%などがある。これらの結果は
受験者に共通した知識の不足や勘違いが反映さ
れたものであろう。Ｂの会話問題は総じてよく
できていた。

＜第 3問＞ 全体の正答率は 40.6％で，前回よりも
11%ほど低かった。Ａ，Ｂ，Ｃのそれぞれに正
答率 20%台の小問が含まれていたことが大きく
影響した。おそらく多くの受験者が共通して
引っかかったポイントがあるのではないかと思
われる。
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＜第 4問＞ 今回の全体の正答率は 39.4％で，前回
よりも 19%ほど下がった。表の読み取りを含む
Ａの問題はやや語彙レベルが高かったのが影響
したのであろう。広告文（告知文）を用いたＢ
は大学キャンパス内の献血運動という話題に馴
染みが薄かったという事情があるのかもしれな
い。総じて見ると，Ａでは解答の選択率が分散
し，Ｂでは 1 つの誤答が多く選ばれていた。

＜第 5問＞ 前回と同様に最も好成績の大問であり，
正答率は 72.3%であった。個別に見ても 67.1%
から 75.1%の範囲内に収まり，安定した読み取
り能力を示している。今後もこの調子を維持し
てもらいたい。

＜第 6問＞ 前回と同様にすべての大問の中で最も
出来が悪く，37.7％の正答率にとどまった。た
だし，これは問題が難しかったというよりも時
間が足りなかったという理由が大きいのではな
いかと思われる。例年言えることであるが，ま
だこの段階では全問を解くだけのスピードが身
についていない人が多く，そのため第 6 問では
無回答の割合が高い。別の見方をすれば，解答
した人でもどれほど確信を持って選んだかにつ
いてはやや疑問が残るのである。今後効率のよ
い解き方を覚えるにつれて，この大問でも正答
率が上がっていくものと期待される。

以下，設問ごとの正答率を示すとともに，特に正
答率の低かった問題をいくつか取り上げてコメント
していこう。

第 1問［発音・アクセント・文強勢］

マーク番号 1 2 3
正　答 ③ ④ ③
正答率 33.3% 6.6% 67.3%

マーク番号 4 5
正　答 ④ ①
正答率 55.8% 59.0%

マーク番号 6 7 8
正　答 ② ① ②
正答率 64.7% 92.5% 80.1%

Ａ　カタカナ英語には要注意！
2 　正答率 6.6％

①　another		 ②　London	

③　monkey		 ④　nonsense

③ ①
④

②

① 22.8%
② 61.4%
③ 9.0%
④ 6.6%［正解］

正解である④の選択率が最も低かった。単純な
o の発音のしかたが問われており，しかもどれも
よく出題される単語であるにも関わらず，ほとん
どの人が戸惑ったようである。誤答の中では②の
London を選んだケースが断然多かったが，おそ
らくこれは日本語表記のままに「ロンドン」と読
み，①や④は同じつもりで「アナザー」，「ナンセ
ンス」と読んだ結果であろう。誰でも知っている
ような単語でも，発音となると意外な盲点となり
やすいので注意してほしい。

！ 重 要 ！

カタカナ表記される単語の発音には要注意！
・�「ラベル」→ label[ei]，「コート」→ coat[ou]，
「ウール」→ wool[u]，「マネージャー」→
manager[i]，「マシン」→ machine[i:]，etc.

・�「ルーズ」→ loose[s]，「ホース」→ hose[z]，
etc.

ＢＣ　よく出来ていた！
今回の B のアクセント問題はまずまずの結果

を示していた。オーソドックスな問題なので，こ
のあたりでは極力取りこぼしを少なくしたい。Ｃ
の文強勢に関する問題は第 1 問の中で最も好成績
であったが，これは毎回のことである。今後も確
実な得点源となることを期待したい。




